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牛マイコプラズマ感染症の診断技術
に関する学術論文数が2009年から倍増

流⾏の開始
（⽇ 本）

世界中の同時多発的に発生事例が報告

ニュージーランド

2017年に初めてウシのマイコプラズマ感染症を発見！

基本的に国家対応
u感染牛は殺処分
u淘汰対象は当初約12万8000頭
u約670億円を予算化（10年間）

＜発症期＞
l肺 炎
l発 疹
l溶血性貧血
l関節炎
l中耳炎
l髄膜脳炎
l末梢神経障害
l心外膜炎
l 収縮性心膜炎
l乳腺炎（乳房炎）

＜回復期以降＞
lアレルギー性紫斑病
l血小板減少性紫斑病
lギランバレー症候群
lスティーブンス・

ジョンソン症候群 

ウ シのマイコプラズマ感染症

M. bovigenitalium
M. californicum

M. canadense
M. bovis

M. alkalescens
M. alvi
M. arginini
M. bovirhinis
M. boviculi
M. dispar
M. verecumdum

M. bovis
マイコプラズマ・ボビス

乳房炎・肺炎・関節炎・中耳炎

乳房炎
M. bovis による



マイコプラズマ性乳房炎を見つけるポイントは？

“何かおかしい”を感じたら「すぐ」獣医師へ！

ü 乳房が急に硬くなる
ü 泌乳量の急激な低下
ü 泌乳が短期間で停止
ü 泌乳が回復しない
ü 乳房が急激に小さくなる
ü 異常分房乳房に大小のしこり
ü 複数分房に広がる
ü 一般細菌検査で陰性（但し重複感染あり）
ü 同じような症状の同居牛多発

u 必ず全ての症状が出るわけではない
u 感染初期は無症状

他の乳房炎と比較して•••
■見つけにくい
■治りにくい
■広がりやすい

酪農経営者向け資料
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日本のマイコプラズマ感染症は何がリスクファクターか？

9

① 飼養頭数

② 飼養形態

③ 経営形態

④ 外部導入

バルクスクリーニングの流れ

陽性

陰性

ＢＴ
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

菌の種類
を調べる

高病原性の
ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ

全頭検査
（個体特定）

経過観察
低病原性の
ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ

遅くとも１週間程度でこのプロセスを

Range
(µg/ml)

MIC50
(µg/ml)

MIC90
(µg/ml)

OTC 8-64 16 64
KM 8-64 16 64
FF 1-64 8 16
TS 8-128 32 128

TMC 16-128 128 ＞128
ERFX ≦0.125-2 0.25 0.5

■泌乳期治療 （6日間継続）
全身治療
局所治療

治療対象牛の選択（症状／菌種／産次・産乳・繁殖…／浸潤率／農場主）
乳房炎由来株と呼吸器由来株で耐性化率に違いがあるか
呼吸器で耐性化することは乳房炎治療のリスクになるか

マイコプラズマ性乳房炎に対する治療事例

＜NDTS講習会資料より抜粋＞

環境で拡散体内で拡散



肺 炎
M. bovis による

J Dairy Sci. 2023 Jan;106(1):589-606

細菌：31.7%

マイコプラズマ：38.9%

ウイルス：29.3%

BRDC（死亡事例）の約40%にマイコプラズマが関与している

全微生物株に対する比率
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M.bovis はBRDCの一次要因としてリスクが高い
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臨床的に健康な子牛鼻腔から分離されるマイコプラズマ種
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健康牛の鼻腔から分離されるマイコプラズマ種の消長
〜積極的な治療は必要？〜
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子 牛
成 牛
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Ø ストレス
Ø ウイルス

全身免疫・粘膜免疫
の機能低下

M. bovis の定着が促進
→病態形成
→治 療

マイコプラズマ性肺炎成立の
真の主要因は何か？



J Dairy Sci. 2023 Jan;106(1):676-689.  doi: 10.3168/jds.2022-22212.  Epub 2022 Nov 7.
Dynamics of subclinical pneumonia in male dairy calves in relation to antimicrobial therapy and production outcomes

BAL由来M.bovis はフルオロキノロン系抗菌薬に感受性

関節炎
M. bovis による

• 関節液の成分は毛細血管から濾出した血漿に滑膜細胞から分泌
されたヒアルロン酸や糖タンパクなどが加わったものであるが
血球成分もわずかに含まれている。

• 関節液は関節滑膜の血管によって分泌されリンパ管によって吸
収されている。

なぜマイコプラズマは関節に侵入できるか？
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滑膜組織のサイトカイン及び骨融解関連因子の
mRNA発現量

マイコプラズマ感染症制御の難しさはどこにあるか？
本⽇のまとめ

＜NDTS講習会資料より抜粋＞

環境で拡散体内で拡散

【理 解】
u⼦⽜と親⽜／臓器別の感受性の違い

【課 題】
u⼦⽜の潜在感染をどのように摘発するか？
u有効なワクチン製剤をどのように開発するか？

衛⽣管理＋抵抗⼒


